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Summaけ  

Authorssurveiedthepresenceofentericbacterialpathogensimportedbyoverseatravellers．We  

′－eXaminedtotalof419fecalspecimensobtainedfromthattravellersthroughJune1977toDecember   

1979，and142strainsofentericpathogensweredetectedin138fecalspecimens■Thesepathogens   

Were COnSisted of54enterotoxigenic Escherichia coli，3enteropathogenic Escherichia coli，40   

Salrnonella，23Shigella，20Vibrioparahaemolyticusand2so・Callednon・agglutinable（NAG）vibrio．  

Duplicated pathogenswere foundfrom3andtripricated fromlman．Vibriocholeraewasnotiso－   

1ated．  

査を併せて実施した。これら病原菌の分離同定は，微生  

物検査必携19）に準拠した。大腸菌の毒素塵生試験は，LT  

はSack4）らの方法，STはDean5）らの方法により行っ  

た川。血清型別は市販血清を用いたか，一部については，  

国立予防衛生研究所に依相した。分離菌の薬剤耐性試験  

は，日本化学療法学会標準法7）に従った。薬剤は，テトラ  

サイクリン，ストレプトマイシン，クロラムフェニコー  

ル，カナマイシン，アミノヘンジ ルペニシリン，ナリソ  

キンン醸，ケンタマイシン，セファロリジン，スルファメ  

トピラジンの9剤を用いた。ストレプトマイシン仁；つい  

ては12，5mg／ml以上．スル．77メトピラジンは400mg／ml以  

ヒ，その他の薬剤は25mg／ml（MAC）以上を耐性とした。   

ⅠⅠⅠ結果   

（1）病原菌の検出状況   

1977年から1979年への問に，海外旅行中あるいは帰   

国後下痢をおこした者を対象として，腸管系病原細菌   

検査を行った。419名についての検査結果を表1に示   

す。大腸菌検奄を行えなかったA群では，279名のうち   

70名（25．2％）から何らかの病原菌が検出され，大腸   

蘭検奄を併せて行ったB群では，140名のうち68名（4S．   

6％）から検出された。各病原菌別陽性者の内訳は，A   

群ではサルモネラが最も多く32名（11．5％）次いで赤   

痢（7．2％），陽炎ビブリオ16名（5．8％），NAGビブリ   

オ1名（0．4％）であった。一方B群では，毒素原偉大   

Ⅰ はじめに  

近年，海外旅行者の急増に伴い，発展途上国からの帰  

国者により持ち込まれる輸入感染症が，防疫対策一上重要  

な課題となっている。一方，海外旅行者下痢症に関する調  

査研究は各地で行われ，その実態凍用月らかになりつつあ  

る。ト3〉  

筆者らは，1977年6月の有田市コレラ以後1979年12月  

までの2年以上にわたって，千葉県における海外旅行下  

痢症者及びその関係者419名を対象として，コレラ菌検査  

■■を実施すると共に，旅行者下痢症の実態を把握する日的  

で腸管系病原細菌検査を行ったので報告する。  

ⅠⅠ 材料及び方法  

検査材料：県内の海外旅行者で，旅行中あるし、は帰国  

後に下痢症状を訴えた者，及びその関係者のふん便を材  

料とした。ふん便は，原則としてキャリブレアー培地の  

入った採便管中で保存・送付された。  

検査方法：コレラ菌，サルモネラ，腸炎ビブリオ，赤  

痢菌，いわゆる、、NAG′′ビブリオ（以下NAGビブ）オ  

と略する。1979年より検査項目に加えた。）を主として行  

い，一部については，病原大腸菌，毒素原惟大腸菌の検  
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．表1海外旅行下痢症者から検出された病原菌  

（1977．6～1979．12）  

暢菌が最も多く54名（38．6％），次いでサルモネラ7名  

（5．0％），腸炎ビブリオ4名（2．9％），赤痢菌3名（2．  

1％），病原大腸菌3名（2．1％），NAGビブリオ1名（0．  

7％）であった。コレラ菌は検出されなかった。病原菌  

が検出された者のうち4名は，2種以上の菌による混  

合感染例であった。（表3）   

病原菌を検出した138名の旅行先はフィリピンが最  

も多く61名，次いでタイ・インドネシア等主に東南ア  

ジアの国々であった（図1）。菌種別では，サルモネラ  

はフィリピン・インド・タイ旅行者から，腸炎ビ7やリ  

オはフィリピン・タイ旅行者から，赤痢はインド及び  

磨膿牲  検  出  病  原  菌 （％）  

対象群  検査数   者赦 （％）                黒須性病原 大腸菌大腸菌   サルモ ネラ   u ＝～雲．三1三   NAG ビブリオ  コレラ   
◆  

70   33      20  
A  279  未検査  点検査  

（25．2）  （1l．9）  （5．8）  （7－2）  （0．4）  

68  54      4  
B  140  

（48－6）  （386）  （2．1）  （50）  （2．9）（2．1）   （07）  （0）   

■ ‖名による集団発生（フィリピン・台湾旅行）を含む。  

一ヽ  

その他・パンクラテ／ユ パキスタン イラク ヒルマ マカオ  

図1 海外旅行下痢症患者の旅行先と検出病原菌   

近隣国・フィリピン・台湾旅行者から検出した。一方   

毒素原性大腸菌は，フィリピン・インドネシア・タイ   

を始めとして，今回の調査に含まれているほとんどの   

国の旅行者から検出した。  

（2）検出菌の血清型   

検出されたサノしモネラ40株は，18種類の血清型に区   

別された（表2）。国内での検出が棉な，S．oslo，S．   

richimond，S・dusseldorf，S，kentuckey，S．   

Weltevreden等が検出された一方，国内の患者・保菌者   

から最も多く検出されるS．typhimuriumは．わずか   

2株検出きれただけであった。S．typiは，韓国（2名），   

インド（3名），インドネシア（1名）の旅行者より検   

出された。赤痢菌は，S．sonnei菌が最も多く16株検出   

されたが，このうち11株は集団発生によるものである。   

又，国内ではほとんど検出されることのないS．boydii   

菌が1株検出された。NAGビブリオは2株検出され，  

表2 海外旅行下痢症者から分離した病原菌の血清型  

一ヽ  
索 種   分離株数  血 清 型（分離株数）  

サルモネラ   40   B：S．typhimurium（2），S．derby（2），  
S．stanley（2）．S．java（2）．  

Cl：5．血chow（4）．S．oslo（1），S．1iYlngStOne（1），  
S．richimond（1）．  

S．newport（3），5．duss¢1dolf（1），  

S．kentuckey（1）．  

S．typhi（6），S．enleritidis（1）．  

S．anatum（5）．5．give（1）．S．london（2），  

S．weltevTeden（2）．  

E4：5．krereld（1）．   

赤   痢   23   S．nexneri lb（2） 2a（3） 3c（1）  

S．boydLi （1）  

S．sonnei （16）  

腸炎ビブリオ  
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，03：K54（1）  

04：XlO‖）．04：K  

NAGビブリオ  2   05（1），034（1）   

同原大隠畠    3   0136：K78（1），0148：X＋（2）  
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表3 毒素原性大腸菌による旅行者下痢症  血清型は05，034であった。腸炎ビブリオは20株検出さ   

れ，14種類に型別された。1株は型別不能菌であった。   

検出菌型にかたよりはみられなかった。病原大腸菌は   

3株検出され 0148：K＋2楓 0136ニK781株であっ   

た。54名から検出された毒素原性大腸菌67株の毒素型   

の内訳は，ST単独産生型が30株，LT単独塵生型が20   

株，ST・LT両毒素産生型が17株であり，8名から複   

数の毒素型菌が検出された（表3）。  

（3）検出菌の薬剤耐性   

腸炎ビブリオを除ぐ検出病原菌について薬剤耐性試   

験を行った（表4）。サルモネラは5株（12．5％）が何  

毒 素 型  例数（％）   同時検出病原菌  

サルモネラ（1）．サルモ  

ネラ十腸炎ビブリオ（1）  
（LT）単独産生   12（22．2）  

（ST）単独産生  25（46．3） NAG ビブリオ（1）   

（LT．ST）産生  9（16．7） 腸炎ビブリオ（1）   

（LT）＋（LT．ST）  3（5．6）  

（ST）十（LT．ST） 1（1．8）   

（LT）十（ST）＋（LT．ST） 4（7．4）  

合  計  54（100）  

表4 海外旅行者から分艶した病原菌の抗生物質耐性  

／－  
耐 性 パ タ ー  ン   
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サルモネラ 40（15） 2  1  2  

2 1  11  2  1  1  12  
21  

（91．3）   

34  
（48．6）  

0  

（0）  

赤  痢  菌 23  

大  腸  菌 70  

NAGビブリオ  2  

1 3 111 2   5 2 2 8 11  5 1   

らかの薬剤に耐性を示し，6剤耐性を示した2株は共   

に，S．typhimuriumである。赤痢菌は，23株中21株（91．   

3％）が耐性菌であった。   

lV 考察  

海外旅行者が帰国時に持ち込む輸入感染症の実態を明  

らかにする目的で，1977年6月から1979年12月にかけて．  

県内の海外旅行下痢症者及びその関係者419名について，  

腸管系病原細菌検査を実施した。いわゆる旅行者下痢症  

の少くとも50％は細菌によるものであり，検出病原菌の  

内訳は，毒素原性大腸菌が最も多く（38．6％），次いでサ  

ルモネラ，赤痢，腸炎ビブリオ，NAGビブリオであった。  

この結果は，工藤らによる東京都の報告β）とよく一致して  

いる。病原大腸菌陽性者の多くは東南アジア方面の旅行  

者であり，菌種により地域的な偏りがみられた。サルモ  

ネラ・陽炎ビブリオはフィリピンを始めとする東南アジ  

アに，赤痢菌はインド及び近隣諸臥こ多く，毒素原性大  

腸菌はアジア地域に広〈分布していることがうかがわれ  

る。  

旅行者下痢症の重要な原因者である毒素原性大腸菌  

は，国内での食中毒910）あるいは散発下痢症11）の原因菌  

であり，今後国内における毒素原性大腸菌の分布の実態  

について解明することが必要であろう。赤痢は，現在  

国内での発生は少く，患者・保菌者の多くは海外で層患  

した者であり12），菌型も，1964年頃まで主流であったS．  

sonneiからS．flexneriへ移行している。しかし今回の  

調査では，11名の集団発生1事例を含んでいるため，S．  

SOnneiの検出率が高い結果となった。腸チフスも国内の、  

発生が減少する中で，前記の赤痢と同様輸入例の占める  

割合が多い疾患である。1972年，メキシコ市でCM・TC・  

SM・SAの4剤耐性チフス菌による流行があ［），現在で  

もタイ・フィリピン・インドネシアで分離されている13）こ  

とから，国内への侵入が懸念されている。幸いなことに、  

いまだ千葉県では耐性チフス菌は検出されていない。  

旅行者下痢症の原因として今まで述べてきたものの他  

に，国内での集団下痢症11）や，散発下痢症15）の原因菌であ   

ー25－   
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るキャンビロバクター及びグループFビブリオが関与し  

ている可能性のあることが，都衛研のグルー70により示  

唆されている。更に，レオウイルス16・17），原虫18）による下  

痢症もあり，今後腸管系輸入感染症の原因追求には，細  

菌のみならずウイルス・原虫を含む系統的な調査を行う  

ことが必要と思われる。   

主にコレラ汚染地域からの帰斑者を対象とした今回の  

調査では，コレラ菌が検出されなかったものの，旅行者  

が海外から種々の病原菌を持ち帰って〈ることが明らか  

になった。また，2種以上の菌による混合感染をうけて  

いる例も観察された。   

以上のことから，旅行者下痢症の防檀対策の一環とし  

て，細菌・ウイルス・原虫を対象とした綿密な検査を実  

施すると共に，フィリピン・タイなどの東南アジア方面  

への旅行者に対して，徹底した衛生指導を行うことが急  

務と考えられる。  

Ⅴ むすぴ   

1977年6月から1979年12月の間に，海外旅行者419名を  

対象として下痢症の細菌学的検討を行った結果，138名か  

ら142株の病原菌を検出した。病原菌の内訳は，毒素原性  

大腸菌54株，病原大腸菌3株，サルモネラ40株，赤痢菌  

23株，腸炎ビブリオ20株，NAG ビブリオ2株であった。  

コレラ菌は分離されなかった。病原菌が検出された者の  

旅行先は，フィリピン，タイ，インドネシア等主に東南  

アジアの国々であったが，菌種により異なる傾向が見ら  

れた。   

最後に，検体の送付に御協力を頂いた各保健所の関係  

者各位に感謝します。  
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